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麻しん・風しん
　の予防接種はお済みですか？
～麻しん（はしか）も、風しんも、
　　　　　　一番の予防法は予防接種～

３月１日～７日は子ども「予防接種週間」です３月１日～７日は子ども「予防接種週間」です３月１日～７日は子ども「予防接種週間」です

　３月１日（火）から３月７日（月）までの７日間は、「子ども予防接種週間」です。

　子どもに対する予防接種への関心を高め、予防接種率の向上を図ることを目的として、公益社

団法人日本医師会、一般社団法人日本小児科医会及び厚生労働省が主催し、普及活動を実施して

います。

　この時期は、入園・入学を控えたお子さんの接種もれを見直すのに最適な時期と考えられます。

保護者の皆さんは、対象年齢にもかかわらず、まだ定期予防接種を受けていないものがないかを

確認していただくとともに、受けていないものについてはぜひ早めに接種を受けましょう。

　３月１日（火）から３月７日（月）までの７日間は、子ども予防接種週間です。
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小学校新入学のお子さんを持つ保護者の皆さんへ小学校新入学のお子さんを持つ保護者の皆さんへ

麻しん・風しん
　の予防接種はお済みですか？
～麻しん（はしか）も、風しんも、
　　　　　　一番の予防法は予防接種～

　麻しん（はしか）は、ウイルスによって空気感染する急性の発しん性疾患で、合併症で重症化す

る場合や、最悪の場合は死亡に至るケースもあります。

　感染力が大変強いため、免疫がないお子さんがいると、学校で集団感染を起こすことがあり、

かかったお子さんは長期欠席することになります。

　また、風しんは、急性の発しん性疾患ですが、妊娠初期の女性が感染すると、胎児にも感染し、

生まれてくる赤ちゃんに先天性風しん症候群と呼ばれる障害を引き起こすことがあります。

　麻しんと風しんは、予防接種が一番の予防方法で、混合ワクチンで同時に予防することができ

ます。お子さんが感染しないためでなく、家族や学校など周囲に感染を広げないためにも予防接

種を受けましょう。
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　今年度「麻しん・風しん第２期定期予防接種」の対象となるのは、　今年度「麻しん・風しん第２期定期予防接種」の対象となるのは、

平成28年３月31日までに 受けましょう。平成28年３月31日までに 受けましょう。

生まれたお子さんです。

　まだ、麻しん・風しん第２期定期予防接種を受けていない方は、かかりつけ医に相談し、

に生まれたお子さんです。

　まだ、麻しん・風しん第２期定期予防接種を受けていない方は、かかりつけ医に相談し、

平成21年（2009年）４月２日から平成22年（2010年）４月１日までに平成21年（2009年）４月２日から平成22年（2010年）４月１日まで

※定期予防接種の対象となる期間を過ぎると、接種費用は自己負担となりますのでご注意ください。※定期予防接種の対象となる期間を過ぎると、接種費用は自己負担となりますのでご注意ください。
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